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令和４年度第３回新潟県内水面漁場管理委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和４年 11 月 28 日（月） 

 

２ 開催日時        令和４年 12月 13 日（火） 10 時 30 分 

 

 ３ 開催場所        新潟市中央区新光町４番地１ 

新潟県庁 14 階 1403 会議室 

 

 ４ 委員の定数並びに    委員定数 10 名 

   出席状況        委員出席 ９名 

 

 ５ 出席者 

内水面漁場管理委員会委員 

   藤田利昭、鈴木政幸、平田茂伸、髙橋卓、富井冨士子、斎藤達夫、阿部信裕 

西村誠、小島正朗 

新潟県農林水産部水産課 

    米山課長 

   内水面水産試験場 

    樋口場長 

内水面漁場管理委員会事務局 

大西副参事、志田技師、夏川技師 

 

 ６ 議 題 

（１）第五種共同漁業権遊漁規則の変更認可について（諮問） 

（２）第五種共同漁業権に基づく令和４年増殖実績及び令和５年目標増殖量について（協議） 

（３）令和５年小型機船底びき網漁業（手繰第３種のうちしじみ貝けた網漁業）許可方針について（協

議） 

（４）令和５年度さけます採捕許可方針について（協議） 

（５）その他 

  

７ 会議の顛末 

  定刻となり、藤田会長挨拶の後、議事に入った。 

 

大西副参事 

 

 

藤田会長 

 

 委員の出席状況と委員会の成立を報告。 

 配布資料を確認。 

 

 ただいまより令和４年度第３回新潟県内水面漁場管理委員会を開会します。

議事に入る前に議事録署名人を指名させていただいてよろしいでしょうか。 
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一同 

 

藤田会長 

 

 

 

米山課長 

 

藤田会長 

 

志田技師 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

志田技師 

 

藤田会長 

 

 

 

志田技師 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

 

［異議なし］ 

 

 それでは議事録署名人として、平田委員、小島委員お願いします。 

 では議事に入ります。議題（１）の「第五種共同漁業権遊漁規則の変更認可

について（諮問）」は知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

ただいま、県から諮問を受領しました。事務局から説明をお願いいたします。 

 

[資料１に基づき説明] 

 

はい。内容は前回に引き続くもの言ったところだと思います。委員の皆様、

何かご意見ご質問ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 １つよろしいですか。資料１の 13 ページ目に遊漁券のイラストがあります

が、例えばこのイラストを変更するといった場合でも、変更の手続きは必要

なのですか。 

 

現在はそうさせていただいています。 

 

 はい。また、14 ページの県内共通遊漁券について、和暦の「平成」を取っ

たとのことですけど、これからは和暦でなく、西暦でも和暦でもよいという

ことでしょうか。 

 

 そうです。 

 

はい。わかりました。他に質問は無いでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

それでは、諮問どおり知事に答申することといたしますが、よろしいでしょ

うか。 

 

［意見なし］ 
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藤田会長 

 

 

 

 

志田技師 

 

藤田会長 

 

 

志田技師 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

志田技師 

 

 

藤田会長 

 

 

 

大西副参事 

 

藤田会長 

 

 

米山課長 

 

 

 

藤田会長 

 

 

はい、ではその様に取り扱うことといたします。 

 

次に議題（２）「第五種共同漁業権に基づく令和４年増殖実績及び令和５年

目標増殖量について（協議）」ですが、事務局から説明をお願いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

はい。40 ページにある次年度への振り替えについては、各漁協さんも了解

されているということですね。 

 

はい。 

 

委員の皆様は何かご意見ご質問はございますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

私ばかり質問して申し訳ありません。内共第 12 号の加茂川について、（か

じか）190 尾というのは、河川に放流する尾数としては少ない気がするので

すが、何か意味がある数字なのでしょうか。 

 

加茂川漁協については、30 ㎡の産卵床造成も行っており、これも増殖義務

になっています。しかし、190 尾の具体的な根拠は分からないです。 

 

計算したうえで算出された値ということでしょうかね。また、表中に尾数表

記と kg 表記がありますよね。ここら辺の考え方というのは整理されている

のでしょうか。昔からそうなっているのだとは思いますが。 

 

増殖指針で定めている時からそうなっていると思います。 

 

今のご担当の方に言っても仕方のないことだとは思いますが、課長はいかが

お考えでしょうか。 

 

尾数表記ですと魚の大きさがかなり影響しますので、どこかのタイミングで

基準が統一されるべきだと思います。次の漁業権の更新の時にそこも整理で

きるのであれば、その様な形でご提示できればと思います。 

 

はい。何故このようなことを話したかと言いますと、やはり外部の人から見

て分かりやすくした方が良いと思いまして。 
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米山課長 

 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

平田委員 

 

 

大西副参事 

 

平田委員 

 

 

 

米山課長 

 

 

 

 

藤田会長 

 

 

平田委員 

 

米山課長 

 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

kg 表記になりますと、大きい個体を放流すれば尾数が減っていきますし、

一方で、小さい個体を放流すれば労力は減りますが、魚の生き残りも減りま

す。このバランスが非常に難しく今まで統一されなかったというのが実情だ

と思います。 

  

 （kg 表記であれば）生産する側からすると種苗生産に失敗した時に、大き

く育てて放流することが出来ますが、本来の趣旨としてはどうなのかなと思

いまして。 

 

この尾数表記と kg 表記の併記は新潟県だけじゃないですよね。日本全国で

統一されていますよね。 

 

県によって違います。 

 

我々、種苗を買うときは１尾あたりの価格で買うんですけど、放流するとき

は kg単位なるんですよ。やっぱり、１尾単位で買ってきて kg 単位で放流す

ると漁協が損しちゃうというか。 

 

kg 単位、尾数単位で放流して遊漁者の方がどう判断するかという部分もあ

るかと思います。例えば、漁業の皆さんが 100 万尾放流したとしても 1尾あ

たり１g であれば、そのサイズでは河川で育たないだろうから（増殖行為と

見なされず）、遊漁券はいらないのではと思われるかもしれませんし。 

 

統一は簡単ではないと思いますが、その様な視点を持って次期計画を立てて

いただければと思いますが、いかがでしょうか。 

 

我々種苗を育てる側としては、統一された方が楽なんだけどね。 

 

ただ、それが足かせとなって今よりも負担となる場合があるかもしれませ

ん。ある意味、逃げ道を作っている部分もあるかと思います。 

 

両方併記していただけると助かるといった意見もあるかと思いますが、ここ

でこれ以上議論していても仕方ないので、次期計画の制定時に検討するとい

うことでよろしいでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

（意見が）無ければ、承認されたということでよろしいでしょうか。 
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一同 

 

藤田会長 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

平田委員 

 

 

 

米山課長 

 

 

平田委員 

 

米山課長 

 

 

平田委員 

 

 

 

［意見なし］ 

 

 次に議題（３）「令和５年小型機船底びき網漁業（手繰第３種のうちしじ

み貝けた網漁業）許可方針について（協議）」について、事務局から説明

をお願いします。 

  

［資料３に基づき説明］ 

 

 はい。これについては、これまでどおりだとは思いますが、何かご意見等

はございますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 よろしいでしょうか。では、このようにさせていただきます。 

   

 次に議題（４）「令和５年度さけます採捕許可方針について（協議）」につ

いて、事務局から説明をお願いします。 

  

［資料４に基づき説明］ 

  

 はい。議題４は日付の変更ということですけど、これについて、ご意見・

ご質問ありましたらお願いします。 

 

 さくらますの採捕は令和５年３月1６日から令和５年６月15日までとなっ

てますけど、三面川鮭産漁協は３月１日からに変えてもらわなかったでし

ょうか。 

 

 それは、平田委員のところは、漁業権魚種になっているからだと思いま 

す。 

 

 なるほど。それでここに載ってないんですね。 

 

 そうです。漁業権魚種として管理している組合とそうでない組合がありま

す。そうではない組合の一般採捕許可方針をここでお示しています。 

 

 じゃあ、この許可方針はうちの組合には当てはまらないわけですね。漁業

権魚種にしてるからね。 
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米山課長 

 

 

平田委員 

 

藤田委員 

 

西村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山課長 

 

 

 

 

 

富井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そうなります。県内で三面川漁協、荒川漁協、胎内川漁協、加治川漁協の

４漁協がさくらますを漁業権魚種にしていると思います。 

 

 わかりました。 

 

 他に何かご意見ないでしょうか。 

 

 最近さけの密漁が話題となっておりますけれども、最近若い方が釣りを始

める際にYouTube等の動画から入られるケースが非常に多いと感じていま

す。例えば、北海道の沿岸でのさけ釣りの動画などがありますが、これに

限らず全国各地で釣りをしている動画が配信されています。これらを見て

釣りを始めようと思っている若い方の中には、ルール等を調べることをし

ない方もいらっしゃいます。そのような方が、漁協の方が設置していたさ

けの網が邪魔だからという理由で勝手に引き上げてトラブルになったと

いう話も聞いております。もちろんやってはいけないことなのですが、そ

の方からすれば、ルールブックに書いていないし、既に使われていない網

が流されてきただけと考えたそうで、やってはいけないことだとは思わな

かったそうです。新しく釣りを始める方に向けた漁場のルール等が目につ

くところに無いというのが現状です。特にさけについては、「河川でさけ

を採ってはいけません」と書いてある看板がほとんどありません。これか

ら釣りを始められる方に向けた周知を今後考えていかなければならない

と思います。 

 

 河川での遊漁のルールについては、県のHPで公開しております。また、漁

協さんからも遊漁券を販売する際に、注意していただくことも必要かなと

思います。内水面の遊漁者の世代交代が起こる中で、これまでの常識が変

わりつつあることを念頭において、関係者で協力して周知に努めていきた

いと思います。 

 

今ほどの西村委員の話を別の角度から聞くことが多いと感じています。今

までは一部の人たちしか関心を示さなかった魚釣りや山菜採りなどが、最

近の若い方たちから注目されています。何も知らない方たちが動画をきっ

かけとして参入してルールを守らずにキャンプ等をしている現状があり

ます。そのような方たちは、県のHPなどは見ません。例えば、Facebookや

YouTubeなどにもルールを守るように広告等を付けるべきだと思います。

アウトドアブームの波が急激に来ていると思いますので、水産課だけでな

く他の部署とも連携して、早急に啓発が必要になってくると思います。そ

うでないと漁で生計を立てている方が、被害に遭うのではないかと思いま

した。 
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米山課長 

 

 

平田委員 

 

 

 

 

 

 

米山課長 

 

 

 

西村委員 

 

 

 

 

 

米山課長 

 

 

藤田会長 

 

 

 

米山課長 

 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

一同 

 

 一般の方々に向けた周知の方法についてですが、県のFacebookもあります

ので、これらを使って周知する機会を増やしていきたいと考えています。 

 

 例えば、県の方でチラシを作ってもらって、それを各釣具屋さんに配付し

て、川で魚を釣る場合は何かしら遊漁券を買わないといけないことを認識

してもらうのはどうですかね。さけについては、河口から何百ｍの禁止区

域以外の海でなら釣っていいっていうのを明確にしてもらえればこうい

ったトラブルが少なくなると思います。採る人はどうやっても採るので、

無くなるとは言えないけど。川スズキを釣っていると言ってね。 

 

河川によって河口域の禁止区域を含めルールが異なります。詳細について

は、ルールをまとめてある資料を示し、それを見てもらうような周知の仕

方もあると思います。 

 

 HPなど、こちらから資料を探すような形だと見られる機会は少ないと思い

ます。先ほどキャンプの話がありましたが、キャンプ用品を販売している

ホームセンターやアウトドア屋さん、釣り具屋さんなどではルールについ

て教えてくれないので、せめてポスターを作って目につくところに貼って

おくとか、そういった対応が必要だと思います。 

 

 いずれにしても情報発信については、一般の方の目につく様なやり方を考

えていきたいと思います。 

 

 はい。ルールは明確なものがあるわけですから、いかにそれを周知するの

 かということで。河川ごとにルールも違うでしょうし。何かご意見があれ

 ば行政と相談しながら広報するしかないと思います。 

 

 非常に複雑で分かりづらいものをいかに分かりやすく周知していくのか

が今後の課題だと思います。 

 

 はい。この件について他に何かご意見ある方はいらっしゃいますでしょう

 か。 

  

［意見なし］ 

  

 議題４についてもよろしいですか。 

 

［意見なし］ 
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藤田会長 

 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

大西副参事 

 

藤田会長 

 

 

 

（意見が）無いようでしたら、事務局案のとおり取り扱うことといたしま

す。 

 

全体を通して何かありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

 最後に、（５）「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

 

 事務局からは、ございません。 

 

では、以上をもちまして閉会とさせていただきます。今日はどうもありが

とうございました。 

 

 

11:30終了 

上記議事録が正確であることを証するため、署名押印をする。 

 

令和  年  月  日 

 

   会長 

 

 

署名委員 

 

 

   署名委員 

 


